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１．はじめに 

微生物などの働きによって分解される生分

解性樹脂コンクリートを矢板や杭材などの仮

設資材へ適用するため，過去 2 年間にわたり

土中暴露試験を実施し，その強度低下傾向を

明らかにした．その結果，時間経過に伴い強

度が低下し，強度低下要因は微生物だけでな

く水分の影響が大きいことがわかった 1)．  

そこで本研究は，生分解性樹脂コンクリー

トの水中での強度低下傾向を明らかにするた

めに，異なる水圧作用下で暴露し，その強度

低下傾向を比較した．  

 

２．試験概要  

2-1 生分解性樹脂コンクリート 

本研究では，ポリブチレンサクシネートア

ジペート（以下 PBSA と示す）とポリ乳酸（以

下 PLA と示す）を用いた．供試体の配合を T

able 1 に示す．   

 

2-2 圧縮試験 

水中にて供試体を最大 5 ヶ月間暴露し，所

定期間ごとに取り出し，供試体寸法が 40×40

×40mm になるよう冶具を用いて圧縮試験を

実施した（Fig. 1）．供試体によって，初期強

度にバラツキがあったため，下記の式を用い

て強度保持率を算出し比較した． 

暴露供試体の強度

初期強度
× 100＝強度保持率 

2-3 水中暴露条件 

PBSA の暴露期間は最大 30 日とし，PLA の

暴露期間は 5 ヶ月とした（PBSA は 7，14，3

0 日ごと，PLA は，1 ヶ月ごとに圧縮試験を実

施）．水圧条件は，無加圧，30kPa，50kPa，10

0kPa とした．加圧装置(養生容器)を，Fig.2 に

示す．  

 

３．結果と考察 

Fig. 3 に PBSA，Fig. 5 に PLA 供試体の暴露

期間と強度保持関係示す．Fig. 3 より無加圧

Table 1 生分解性モルタル配合例  

Mortar mixing ratios 

 
 

 
Fig. 1 圧縮試験治具，供試体  

Unconfined compression specimen and fixture 

 

 
Fig. 2 加圧装置 

Pressure device 

 
Fig.3 PBSA 供試体の強度低下傾向 

Strength reduction of PBSA 

質量比 (%) 体積比 (%)

樹脂 10 19.3

炭酸カルシウム 20

砂 （粗粒率：1.09） 20

砕石（粗粒率：4.91） 50

80.7
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の水中で暴露した供試体では強度低下が見

られなかったが，水圧作用下では，水圧増加

に伴って強度低下が進行することが分かっ

た．１ヶ月間の暴露期間では，初期強度の

70％程度まで強度が低下することが明らか

となった．また，Fig. 4 に示す応力ひずみ曲

線より，供試体に作用する水圧が大きくなる

にしたがって，変形量も大きくなることが明

らかとなった．   

Fig. 5 より PLA 供試体では，無加圧，50kPa

水圧作用下ともに強度低下が見られた．2 ヵ

月間暴露した供試体は初期供試体の 40％程

度まで強度が低下することが分かった．しか

しながら，その後継続した強度低下が見られ

なかったことから，概ね 2 ヶ月間で強度の低

下が完了することが示唆された．  

Fig. 6 に樹脂の違いによる強度低下比較を

示す．PBSA より PLA 供試体のほうが強度低

下が著しいことが明らかとなった．PLA は

PBSA とは異なり，非酵素的分解である加水

分解が主体的であるため 2) ，PBSA に比べ大

きな強度低下を示したと考えられる．  

 

４．まとめ，展望  

本研究は，生分解性樹脂コンクリートを水

圧作用下で暴露し，その強度低下傾向を明ら

かにした．本実験で得られた結果は以下の通

りである．  

1) 1 ヶ月間，水圧作用下で暴露することに

より，PBSA は約 70％，PLA は約 50％ま

で圧縮強度が低下することが明らかと

なった．  

2) 水圧が大きくなると強度低下率も大き

くなり，さらに変形量も大きくなること

が分かった．  

3) 強度低下は概ね 2ヶ月で収束することが

明らかとなった．  

4) PBSAより PLAを用いて作製した供試体

のほうが，強度低下が著しい．  

 

今後は，圧縮試験だけでなく曲げ試験，引張

試験など，その他の強度特性を明らかにし，

水圧が作用する場所での利活用を考慮に入

れ研究を実施したい．  
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Fig. 4 応力ひずみ曲線  (PBSA) 

Stress-strain curve (PBSA) 

 

 
Fig. 5 PLA 供試体の強度低下傾向  

Strength reduction of PLA 

 

 
Fig. 6 樹脂の違いによる強度低下比較  

Comparison of strength by the difference of resin  
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